
複合施設の活用を考える
～都城図書館、さまざまな学びと交流～

第3回



自己紹介
• 1978年日本大学理工学部卒業後、民間企業を経て1981年宮崎
県庁入庁。都市計画課などに勤務し、2014年退職。
その後民間企業を経て2018年より現職。

• NPO法人みやざき技術士の会理事⾧、
•一般社団法人こと・デザイン研究所代表理事

•専門は地域づくり
• 2009年に共著「新・日向市駅」出版



・市の中心部の歩行者数は、1985年から1994年の10年間で1/20まで低下
・その後2011年、最後の中核施設が破綻
・中心市街地の再生計画を進め、2018年4月図書館を含む中核施設がオープン

・全国的に図書館をまちづくりの中心に据えた事例が増えている
・人口16万人の都城市の中心市街地に新たに生まれた都城図書館は、
今年9月、開館して6年数ヶ月で施設（mallmall）全体で1000万人を超え、
そのうち600万人を超える市民が図書館を訪れ、それぞれの居場所として
親しまれている

・開館の2年前、2016年に指定管理者決定し同時に備品調達とデザイン監修等、
図書館の空間的高質化を一体的に行うことで利用者満足度の向上を図った

・コンセプトは「ひとりひとりが『だいじなもの』をみつけていくために」
個人の『だいじなもの』が集まって地域はできている



広場イベント開催時の様子



祭りとの連携



地元の飲食店主による
コラボイベント



まちなか記憶展


